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世界で活躍する県人会員と留学生ＯＢ、大分県関係者の皆さま方に、大分の「今」をお伝えします。

What’s up, OITA!

＼ホーバークラフトの船名決定／

大分県では、大分空港海上アクセスとして国内唯一のホーバークラフト
を大分空港-西大分間で導入予定です。運航にあたり、県民や国内外の
方々に親しみや愛着をもってもらうために、船名を募集しました。

計2,507点のご応募をいただき、審査委員会を経て上記に決定しました。

３隻の由来となった三浦梅園、帆足万里、広瀬淡窓は、江戸時代にそれ
ぞれ現在の国東市、日出町、日田市において、西洋の天文学や医学、儒学
など広く学問の研究や普及に取り組んだ教育者として「豊後の三賢」と称
されている方たちです。



１ コロナとの共生 感染拡大防止対策と社会経済再活性化
２ 「え？」が「お！」につながるDX 中小企業だけでなく行政のDX化も進む
３ 大分から宇宙へ スペースポートOITA開港に向けた取組の加速
４ 全国育樹祭の開催 農林水産物輸出実績が過去最高を更新
５ 人を大事に「３つの日本一」に成果 健康寿命日本一に躍進
６ １５年ぶりの転入超過 県外からの移住者数が過去最高を更新
７ 全国の舞台で輝く女性・若者たち 躍動する大分の新しい力
８ 躍進する芸術文化活動
「東アジア文化都市2022大分県」などアートな催し盛り沢山

９ ななせダムに続いて玉来ダムも竣工！ 着々と進む県土の強靭化
10 「ものづくり未来会議おおいた」の設置 大分の未来を支える議論はじまる

県内のニュース

・「さんふらわあ」新造船就航 別府―大阪間、ターミナルをバリアフリー化
・うみたまご、トドの「初繁殖認定」受賞 全国初、人工保育に成功
・救急車の状況を医療機関と共有、全国初の県全域導入 救命率の向上期待
・大分県内の宿泊者数３年ぶり増加 22年、43％増え361万人
・大分上野丘高が日本学生科学賞２冠 県内39年ぶり学校賞、化学部に旭化成賞
・天まで響く「ホーランエンヤ」 豊後高田市で３年ぶり歓声
・別府タワー、虹色にライトアップ 27日にリニューアルオープン
・別府市と済州市、国際交流都市20周年 協定を更新「再び活性化させたい」
・高崎山選抜総選挙、アマビエが人気ザル１位 イケメン部門はロバート

1月に起こった県内の出来事やニュースについてご紹介します。

うみたまご ホーランエンヤ 由布院

令和４年（２０２２年）

県政１０大ニュース

大分県では、令和4年を振り返り、「令和４年県政10大ニュース」
を発表しましたのでご紹介します。
詳細は右側のQRコードからご覧ください。

大分県HP
県政10大ニュース



News from Himeshima
姫島村からのお知らせ

姫島村

ホームページ

アサギマダラ休息地

姫島盆踊りは、鎌倉時代の念仏踊りから派生したものといわれ、伝統踊りには、キツネ踊り、アヤ踊り、銭太

鼓、猿丸太夫があり、地区の子供たちや一般の人々によって踊り継がれています。

また、新しい創作踊りも次々と生まれ、ユーモアや趣向を凝らした衣装等で見る人を楽しませてくれます。踊り

手は中央広場と各地区にある盆坪を廻って踊り歩きます。

毎年８月１４日〜１６日の３日間開催され、１４・１５の両日は、フェリー夜間臨時便が運航される等、

特に賑わいます。

平成２４年、「国選択無形民俗文化財」に指定されました。

姫島の盆踊

【キツネ踊り】 【たぬき踊り】

【中央広場】

アサギマダラは、渡りをする優雅な蝶で、姫島

に自生するスナビキソウの蜜をもとめて、５月上

旬から６月上旬頃、南の地から飛来し、姫島で

休息したのち、涼しい北の地に向かって飛び立ち

ます。

春

10月中旬頃、その世代を交代した蝶が、北か

ら暖かい南へと向かう途中で、姫島に生えている

フジバカマの蜜をもとめて、姫島で休息します。

アサギマダラ飛来中は、無料鑑賞バスを運行

します。

秋



ノジ in おおいた
国 際 交 流 員 の 日 常 v o l . 2 3

ノ ・ ジヨン

作： 盧 知榮
(No h  J i y o u n g )



【記事提供／お問い合わせ先】

国際政策課 担当：伊藤、キム

【Mail】a10140@pref.oita.lg.jp

あなたの活動を世界に紹介しませんか？

From our Reporters
国際交流員だより

県人会の活動（懇親会等）や留学生ＯＢの近況など、

世界中の大分県関係者に紹介したい話題をお寄せください！

（様式は任意です）

盧知榮
ノ・ジヨン

韓国国際交流員

コロナの影響で学校へ遊びにいく機会が全くなく、少し寂しかったですが、最近学校訪

問の依頼が多くなってきました。高校でサステイナブルツーリズムの課題を手伝ったり、英

語の発表会を評価したり、幅広い分野で学生たちと交流したりしています。最近臼杵市の小学

校を訪問し、学生たちの自己紹介を聞き、ゲームをして、イギリスを簡単に紹介しました。初めて

の小学校訪問で、初めての給食も経験しました。パンがたっぷりで、野菜も含め、健康的な食事

でした。ついてきたミルクに大分県の鳥マスコット「めじろん」の絵が描かれましたが、可愛いな～と

思いながら、私は植物性ミルクしか飲まないので、避けました。食事後、学生と喋ったり、遊んだ

りしました。元気がいっぱいで、私もリチャージできました～

学校に行こうぜ～ スワラ・ファイフイギリス国際交流員

なんでこんなところにこれが？

なぜか分かりませんけど、時々すごい考え事に耽るくせがあります。小さなことでも、当

たり前なことでも考えすぎてなぜそんなこと考えているのか分からなくなります。例えば、

最近、大分市内を見回る機会があって、小さなサッカー選手のフィギュアに出くわしました。道に

落ちていただけなのに、なぜかそれの写真を撮って今見ても何を感じたのか思い出せます。「これ、

どこから？近所の子供が落としたのかな。結構好きだったやつ？ただのガラクタ？捨てたらあの子

が取りに戻って悲しむかな。もしかして普通に汚くて拾いたくないから自分にそう言い聞かせている

だけ？」とかいろいろ考えました。もし皆さんもこういう考え事があったら、書いてみた方がいいかも

しれません。ちょっとすっきりするから、僕もこれからもっと書いてみようと思います。

アメリカ国際交流員 オースティン・ヴォーン

トキハ本店（大分市）

「国際交流員と話そう」２年ぶりの開催！

大分に着任した頃、「国際交流員と話そう」という文化講座を開催しましたが、初め

て母国を紹介するようになり、とても張り切っていた覚えがあります。そこから２年後の先

日、第２回を開催し、再び皆さんに韓国を紹介することができました。

「国際交流員と話そう」は県職員を対象とし、お昼休みに開催する「お試し講座」です。約１

５分の短い講座ですが、参加者に韓国について興味を持ってもらえるよう、色々工夫した内容

になっています。今後は県民向けの講座も開催したく思いますので、韓国のことが知りたい方は

ぜひ国際政策課までご連絡ください！

mailto:a10140@pref.oita.lg.jp

